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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、腫瘍壊死因子（TNF）リガンドファミリーのメンバーです。このタンパク質は、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリーのメンバーであり、ヘルペスウイルス侵入メディエーター（HVEM）としても知られるTNFRSF14のリガンドです。このタンパク質は、リンパ球細胞の活性化の共刺激因子として、またヘルペスウイルス感染の抑止力として機能する可能性があります。このタンパク質は、T細胞の増殖を刺激し、様々な腫瘍細胞のアポトーシスを誘導することが示されています。また、このタンパク質は、初代培養肝細胞において腫瘍壊死因子αを介したアポトーシスを阻害することも報告されています。異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD258マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD258 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した THP-1 細胞のフローサイトメトリー分析。

